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No. 13 （4.05.13.20）  粕谷 不二夫 様 

2019年市議選立候補者アンケート 

 

前文省略 

質問１：従来はある程度余裕のあった所沢市の財政は、今後ますます厳しくなると予想されます。

下記の項目にどのような対策が必要だとお考えですか？ 

 （カッコ内に積極的な提案をご記入下さい）  

歳入増加策として： 

１）現役世代/子育て世代の住民増加策 

（ 東京都あるいはそこに隣接する市財政的にある程度豊であるため、そこの勝負でなく、所沢市

の魅力をもっと PR した方がよい  ） 

２）雇用促進策 

（ 用途規制緩和策をとった方が良い   ） 

３）低い納税率の向上策 

（ 職員の意識啓発が先ずは重要と思われる  ） 

４）その他自由意見・提言 

（ なかなか難しいと思うが、何でも無償化ではなく、所得制限を設けるなど、受益者負担を考えな

くてはならないと思う  ） 

  

歳出削減策として 

１）人件費及び物件費の抑制策 

（ 人件費を抑制すると臨時職員(物件費)に移る  ） 

２）公共施設マネジメントをどのように進めますか。 

（ 将来の人口減・人口構成を考えると、統廃合、有効利用は絶対必要になってくる  ） 

３）学校の統廃合や公共転用について、どのように考えますか。 

（ 市内小・中が 47校ある。統廃合や公共利用は進めるべき  ） 

４）福祉関係費が膨らんでいます。 

① 見直すべき項目/節減すべき項目がありますか？ 

（ 受益者負担の見直し  ） 

② この分野で重点配慮すべきものは？ 

（ 重点配慮というより、福祉関連費等は広域的に議論すべき  ） 

５）広義の補助金（負担金・補助金・交付金）が多額になっています。 

① 現状で廃止してもよい補助金がありませんか。 

（ 現状を調整する必要あり(実態調査)  ） 

② 逆に支給に値する活動で補助対象になっていない団体/活動があれば？ 

( 実態調査の必要あり  ） 

６）行政監査のあり方について、どのように考えていますか。 

（ 広域的な第 3者委員のあり方も考えた方が良い  ） 
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７）その他自由意見 

（ 市の企画部門と財務部門が大事(バランスが大切)  ） 

 

質問２：地域コミュニティと市民参加と少数者配慮などについて 

１）自治会の加入率が下がっています。地域コミュニティを促進するにはどういう政策が必要と考え

ますか。 

( 基本は住民隣りどうしの声掛けが大事と思っている  ） 

２）市政と市議会への市民参加の必要性について、どう考えますか。 

( 市議会としてもどうしたら市民参加、開かれた議会に出来るか考えている  ） 

３）所沢通信基地問題について、どう考えますか。 

( 出来るだけ早く全面返還である  ） 

４）文化芸術振興ビジョンができました。文化的連携をどう進めていけばよいと考えますか。 

( ビジョンの後の 1つ 1つの実効性を考えることが大事   ） 

５）いろいろな情報公開がなされています。どうすれば、市民に役立つとお考えですか。 

( それ以前に市民の意識の問題もあるのではないか  ） 

６）男女共同参画、障害者支援、LGBT対応など少数者への配慮について、どう考えますか。 

( 多様化社会の中で、色々な考えもあり、先ずは聞くこと、思いを寄せることだと考える  ） 

７）その他の自由意見・提言 

( 詰めていくと教育がやはり大事になっていく  ） 

 

質問３：地域の活性化・まちづくり及び環境問題について 

（具体的提案があればご記入ください） 

１）高齢化した住民の足がありません。私鉄バスの減便など公共交通の空白地域の問題について、

どう考えますか。 

（ ところバスの柔軟なルート変更、タクシーなどの活用方法など  ）  

２）産業振興ビジョンができました。企業誘致について、どう進めますか。 

（ 規制緩和策が必要である  ） 

３）廃棄物の減量・リサイクルについて 

（ 所沢市はよくやっていると思う  ） 

４）廃棄物処理コストの削減について 

（ 有料化も議論する時期に来ていると思われる  ） 

５）農業従事者が減少しています。生産緑地を含めた近郊農地のあり方について、どのようにお考

えですか。 

（                                ） 

 

質問４：高齢化問題、子育て問題について 

１）「住みよい街」を作るため、下記の項目にどのような政策が必要とお考えですか。 

① 高齢者の問題について、 
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（ 住んでいる地域の人たちの集まる場所の必要性、買い物などの足の確保、・・・が必要 ） 

② 子育ての問題について、 

（ 所沢市の出生率が低い(1.21)。若年層の流出。これらの問題に対して、しっかりと取り組まな

ければならない。いろいろな人の意見を聞くことである  ） 

③  市と市民の協働について 

（ 最近、市は地域に投げている施策が多いように思う。コミュニケーションが大事になってくると

思う  ） 

２）また、他市に優れた事例がありましたら、当市の財政事情を踏まえて実効性のある提言をお願

いします。 

（ 所沢市は政策的に例えれば他市と比較しても通信簿でいえばオール 4程度と思う。福祉予算

も他市に比較してすぐれていると思うので、その中でもメリハリをつけた予算にした方が所沢市を

アピール出来る  ） 

 

質問５：立候補した動機と、議員として実現したいこと 

１）立候補した主な動機をお聞かせ下さい。 

（ 地域の声を市政にということで、行政経験を市民の方々に活かして働きたい。所沢市のもっと

市民の色々な意見を聞くこと。教育に予算を向けるのもよいけれど、教員の質の問題にも目を向

けてほしいと思うし、そのためにもこれからも活動していきたい  ） 

２）一番実現したい政策を 3つ上げてください。 

①（ 踏切の問題に取り組んでいく  ） 

②（ 小・中学校の通学路の安全対策  ） 

③（ スポーツの力でまちを活性化させたい  ） 

以上 

ご協力有り難うございました。 

お名前をご記入願います。（ 粕谷 不二夫   ）  

 


